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東海・近畿・北陸支部

全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部の活動

について報告します。(支部事務局：滋賀県琵琶

湖環境科学研究センター)

1. 平成25年度支部役員会

(1) 開催日時：平成25年�月25日(金)

(2) 場 所：滋賀県琵琶湖環境科学研究セン

ター(大津市)

(3) 議 事

1) 平成24年度収支決算および監査結果報告

書について

2) 平成25年度収支予算(案)および会計監事

の指名について

3) 平成25年度全国環境研協議会会長賞被表

彰者の推薦について

4) 平成25年度全国環境研協議会東海・近畿・

北陸支部支部長表彰について

5) 平成25年度全国環境研協議会東海・近畿・

北陸支部総会等開催要領について

6) 平成25年度全国環境研協議会東海・近畿・

北陸支部専門部会による事業活動計画の応

募について

7) 平成25年度全国環境研協議会東海・近畿・

北陸支部総会における討論議題について

2. 平成25年度東海・近畿・北陸支部総会

(1) 開催日時：平成25年�月�日(金)

(2) 場 所：兵庫県民会館(神戸市)

(3) 議 事

1) 平成24年度事業報告および平成24年度収

支決算について

2) 平成25年度事業計画案および平成25年度

収支予算案について

3) 平成25年度役員会報告

4) 支部行事担当機関順序案について

5) 全国環境研協議会組織図等について

6) 討議

① 各機関相互の情報交換に関するもの

ア 組織のあり方について

イ 研究の連携について

ウ 全国環境研協議会への参加旅費の予

算

エ PM2.5の注意喚起のための監視体制

について

なお，支部総会終了後，支部表彰式が執り行わ

れ，長年にわたり業務の推進に功績のあった�名

の方が支部長から表彰されました。
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